
情報セキュリティは固くなる一方でいいのだろうか

+ 本当にセキュリティレベルをあげると情報は守られているのか？

+ 使われない情報が発生することで個人が守られない場面がでてきている（医療
の面、お金の面）

+ (組織の立場) 医療・介護分野の多職種連携の中で、個人情報を安全に扱う方
法を考える

+ (組織の立場) 流通する個人情報を悪意を持って扱う立場で考えてみる

+ (個人の立場) “インフォメーション・ドナー”になることを考えてみる

+ 組織を守りつつ，個人の善意を集めて助け合える社会をデザインする

+医療と介護の現場では、日々情報漏洩に対する対策で要求されるセキュリティ
レベルが上がっている

+ 医療、介護、その利用内容、守り方、相違づくしの中で、ざっくりと全部どうにか
しましょう的な都合のよい何かが求められている

20 個人情報を“使って”医療と介護を創るデザイン
実施者：粂 直人（京都大学大学院 情報学研究科 EHR共同研究講座） 他3名Free
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